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　春
の
訪
れ
と
と
も
に
、
新
年
度
が

は
じ
ま
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
日
野

病
院
に
と
っ
て
、
大
き
な
転
換
点
の

年
に
な
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　ま
ず
、
昨
年
度
の
経
営
に
つ
い
て

ご
報
告
し
ま
す
。
物
価
の
上
昇
や
人
件
費
の
増
加
と
い
う
厳
し
い
環
境
の
中
、
収
入

は
増
え
た
も
の
の
利
益
は
減
少
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
鳥
取
県
内
の
自
治
体
病
院

の
中
で
黒
字
を
維
持
で
き
た
の
は
当
院
だ
け
で
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
日
野
病
院

を
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　今
年
度
、
谷
口
晋
一
先
生
を
副
病
院
長
と
し
て
お
迎
え
し
ま
し
た
。
谷
口
先
生
は

鳥
取
大
学
地
域
医
療
学
教
室
の
教
授
と
し
て
長
年
ご
活
躍
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
も
月
２

回
の
診
療
や
、
鳥
取
大
学
地
域
医
療
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
の
併
設
を
通
じ
て
、
医
学

生
の
実
習
や
若
手
総
合
診
療
医
の
育
成
に
力
を
注
い
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
先
生
が

副
病
院
長
と
し
て
加
わ
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
で
、
地
域
医
療
・
総
合
診
療
の
分
野
で
、

私
た
ち
だ
け
で
は
気
づ
け
な
か
っ
た
新
し
い
視
点
か
ら
の
発
展
が
期
待
で
き
ま
す
。

当
院
の
将
来
に
と
っ
て
、
こ
れ
以
上
な
く
心
強
い
一
歩
で
す
。

　腎
臓
内
科
・
透
析
の
専
門
医
と
し
て
、
眞
野
勉
先
生
が
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。
先
生

は
こ
れ
ま
で
米
子
医
療
セ
ン
タ
ー
で
透
析
・
腎
臓
内
科
を
長
年
担
当
さ
れ
て
き
た
経

験
豊
富
な
医
師
で
す
。
こ
れ
ま
で
透
析
専
門
医
は
非
常
勤
で
の
対
応
で
し
た
が
、
眞

野
先
生
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
血
液
透
析
の
導
入
か
ら
維
持
ま
で
、
一
貫
し
て
当

院
で
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

ま
た
透
析
日
の
増
加
も
検
討
し
て
お
り
、
よ

り
多
く
の
患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
体
制
を
整
え
て
い
き
ま
す
。
﹁
遠
く
ま
で

通
わ
な
く
て
も
、
近
く
で
透
析
が
受
け
ら
れ
る
﹂—

—

日
野
郡
お
よ
び
周
辺
地
区
の

皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
そ
ん
な
安
心
を
お
届
け
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　一
昨
年
ま
で
内
科
に
在
籍
し
て
い
た
竹
本
和
弘
先
生
が
、
大
学
で
消
化
器
内
科
の

技
術
を
さ
ら
に
磨
い
て
戻
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
胃
カ
メ
ラ
・
大
腸
カ
メ
ラ
を
で

き
る
だ
け
苦
痛
な
く
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　こ
こ
１
年
で
、
な
ん
と
14
名
の
看
護
師
さ
ん
が
日
野
病
院
に
加
わ
り
ま
し
た
。 

数

年
前
は
看
護
師
不
足
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま
し
た
が
、
若
手
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
幅

広
い
看
護
師
さ
ん
が
揃
う
こ
と
に
な
り
、
病
院
全
体
の
看
護
の
質
が
向
上
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
江
府
町
の
江
尾
診
療
所
や
日
野
町
役
場
へ
の
派
遣
も
実
現
し
、
地
域

へ
の
貢
献
の
幅
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。
看
護
師
に
限
ら
ず
、
江
尾
診
療
所
・
日
南
病

院
へ
の
医
師
・
検
査
技
師
の
派
遣
な
ど
、
日
野
郡
全
体
の
医
療
を
支
え
る
た
め
の
連

携
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

　最
後
に
今
年
は
、
職
員
の
優
れ
た
取
り
組
み
を
称
え
る
病
院
長
賞
の
該
当
者
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
看
護
局
長
賞
に
は
、
昨
年
入
職
し
た
ば
か
り
の
渡
部
智
恵
さ

ん
が
早
く
も
選
ば
れ
ま
し
た
。
透
析
室
の
勤
務
と
と
も
に
糖
尿
病
療
養
指
導
士
、
フ

ッ
ト
ケ
ア
、A

C
P

︵a
d
v
a
n
c
e
d
 c
a
re

 p
la

n
n
in

g

︶
な
ど
多
方
面
の
活
動
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

　人
口
が
減
り
続
け
る
中
で
も
、
日
野
病
院
職
員
一
同
は
日
野
郡
と
そ
の
周
辺
に
暮

ら
す
皆
さ
ん
の
健
康
を
守
る
た
め
に
、
で
き
る
限
り
の
取
り
組
み
を
続
け
て
ま
い
り

ま
す
。
ど
う
か
引
き
続
き
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

日野病院病院長

孝 田 雅 彦

新
た
な
出
発
の
年

　「ばけばけ」にハマって滝山神社に行ってみました。

　　　　　　　　　　　　　　日野病院名誉病院長　井　上　幸　次

　この半年、恥ずかしながらNHKでやっていた「ばけばけ」という連ドラにハマってしまいました。そもそ

もテレビドラマはあまり見ませんが（朝の連ドラを見るのはひょっとしてはじめて？）、今回は松江を舞台に

しているのと、東洋と西洋が混ざったりぶつかったりするものが好きという個人的好み（オペラの「蝶々夫人」

とか映画の「戦場にかける橋」とか）から見始めたのですが、なかなか面白く多くの気づきもありました。そ

れで主人公のモデルになったラフカディオ・ハーン（小泉八雲）の「怪談」と「骨董」を読んでみました。

　小泉八雲というと「耳なし芳一」や「雪女」などの「怪談」が有名すぎて、何となく怖い話を書く人と思われ

ているような感じですが、実際に読んでみると「怖い」というよりは「哀しい」という感じが強く、一方でユー

モラスな所や繊細な所があって、日本が好きだったラフカディオ・ハーンは日本人よりも日本の「あはれ」や「を

かし」という美意識がわかっていたように思いました。小泉八雲が松江にいたのはわずか一年半ほどということ

でしたが、そこには八雲の感性に訴える古い日本の文化が根付いており、それが日本永住につながったように思

われます。もし、最初に来た場所が熊本や東京だったら、そのまま日本を離れてしまったでしょう。そういう文

化を持っている松江や出雲を羨ましく思う一方で、鳥取県はその辺は及ばないなあ、とも思いました。

　ただ、「骨董」の中に「幽霊滝の伝説」という短篇があって、これが実は日野町と関係があることを知りま

した。「伯耆の国、黒坂村の近くに、幽霊滝という滝がある。」という書き出しではじまります。「滝壺のほ

とりに、氏神をまつった小さな祠があって、（中略）祠の前には、木造の小さな賽銭箱がそなえてある。この

賽銭箱についてある一条の物語がある（平井呈一訳）」というわけで、先ほど「怖い」話ではあまりないと書

きましたが、これはまさに「怖い」話でした（内容

が病院の広報には合わないので敢えてこれ以上書き

ませんが）。日野病院に勤め出して４年にもなるの

に、私は小泉八雲ゆかりの地が日野にあることを知

らなかったので、これには驚いて、実は先日、そこ

に行ってみることにしました。

　まったく何も知らなかったので、「滝山神社」とナ

ビに打ち込んで車で行った所、何もない橋の上で「着

きました」と言われて困惑しましたが、車で一番近い

ならそこということで、あとは跳び下りろと言うこと

だったようです。実はナビに打ち込むべきは「滝山公

園」で、そこの駐車場に車を止めて、そこから「滝山

神社」と「龍王滝」の所に徒歩で上がっていくのが正

しいルートということがようやくわかって何とか行き

つけました。つつじや紅葉の季節ではなかったので、

閑散としていましたが、それがかえってよくて、山深

くへ分け入ってゆく感じがありました。途中にある狛犬も苔むしていて（図１）、なかなか風情がありました

し、瀧も雪解け水のおかげかそこそこ水量があり（図２）、その前にはちゃんと八雲の「幽霊滝の伝説」のこ

とを記したボードがありました（図３）。古いながら、しっかりとした造りの御社が回りの景色と調和してい

るように思われ（図４）、そしてきちんとお賽銭をあげて祈りを捧げてきました。「幽霊滝の伝説」は怖い話

ではありますが、その奥には、自然や祖先に対する信仰への素朴なリスペクトがあり、それを蔑ろにするがゆ

えに怖いということなんだろうなと思います。

　松江や出雲のような洗練された文化ではないけれど、山陰の地には、八雲の心に響き、今の日本や世界で失

われつつあるかもしれない情緒がまだ残っていることを気づかされた体験でした。
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